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Abstract： House−design　in　Japan　is　regarded 　venti ［atbns 　as　important　fbr　contrivances 　that　we 　spends

sultry　environment 　ofsummer 　comf （）rt／nbly．　The 　objective　ofthis 　paper　is　to　confirm 　ventilation −pianning
in　urban 　residentiat　houses　during　the　Showa　era 　after　WWI 　1．　h　was 　analyzed 　that　the　actual 　ventHation −

conditions 　from　plans　by　using 　magazine 　
“SHINJUTAKU ”in　which 　the　hous¢ plan　co 畦oction 　using 　new

technologies　at　that　time　is　reported ．　Coπ elations 　were 　observed 　between　ventilation −characteristlcs 　and

plan　type　by　clttssifying 　p］an・type　into　pure−1ype　and 　eEectic −type．　We 　w （》uld 　like　to　apply 　the　housing

design　to　present　housing　technology 　with 　further　classification 　of 　vcntilation 　characteristics ．

Key 　Words 　l　Showa 　era 　aRer 　WWIi ，　Urban 　Residential　Houses ，　Ventilation−planning，　Plan

要旨 ： わが 国の 住宅は夏季 の 環境を快適 に過 ごす工 夫 と して、通風計画 に 重点を 置 い て い た 。

そ こ で 、昭 和 戦 後 期 に お け る 中小住宅 の 通 風計画 が どの よ うな 状況 に 置か れ て い たか を、当

時の 新技術が掲載 さ れて い る住宅図案集で あ る雑誌 「新住宅 」 を 用 い て 、平面形状 か ら通風

計画を明らか に す る こ とを 目的 とす る。平 面型 を純粋型 と折衷型 に分 類 す る こ と に よ り、平

面型 と通風性能に 関係 が あるこ とが 見られた。こ れらをさらに 分類 し、現代的展開を目指す。

キーワード　昭和戦後期　中小住 宅 　通 風計画　平面

　　　　　　　　　 1．は じめ に

　古来からわが国の 住宅 は、夏季 の 蒸 し暑さ を 涼 し く

暮 ら す工 夫と し て 、 風 通 し に 重 点 を 置 く平面計画 と

な っ て い た 。 しか し、明治中期 に なると西洋化が浸透

し、プ ライバ シ
ー

尊重 の 為 に 独立性 の 高い 部屋を 有す

る 平面計画 とな っ て い く。 ま た 現代 は 、 住宅メ
ー

カ
ー

に よ る全 国
一

律 の 工 業化住宅が 流通 し、室内環境調整

は 機械設備依存 の 為 に 高気密 ・高断熱住宅 が 主流と

な っ て い る。そ の 為、特 に 都市 に お い て、地 域の 気候

風土 に 適応 し た住まい とは か け離れ た住宅 とな っ て い

る。こ の よ うな機械設備 に 依存 した 高気密 ・
高断 熱住

宅 は、地 球 環境へ の 問題 だ け で な く、シ ッ ク ハ ウス 症

候群 な どの 健康問題 に も な っ て い る。

　既存 の 研究 と して は、宇野 D ・2）、藤 田
3＞、著者 ら

4）に

よる、江戸末期から明治期 に お け る 中小住宅 の 通風環

境の 実態分析が あ る 。 地域 の 気候風土 に 適応 した 住宅

で あっ た こ とが述べ られ て い る。また、大西 S）、塩野ら

6）は、大正時代か ら昭和戦前期 の 中小住宅 の 通風 環境を

実態分析して い る 。 家族本位 の 住宅 の 中心 で ある居間

を中心に 通風計画 が 行われ て い た こ とが述べ られて い

る。本 研究 で は、終戦を 迎 え住 宅 不足 が 問題 とな り、復

興住宅 設計基準 や 住宅金融公庫設立 な ど政府 が 住宅問

題 に 対 して 動 き始 め た 昭 和 戦後 期 に お け る 中小住宅 の

平面形状 か ら、住宅の 通風計画が どの よ うな状況 に 置

か れ て い た か を 明らか に する こ とを 目的 と した。そ こ

で 見 出 さ れ た通 風 環 境を 確保す る為 の 工 夫を、現代に

お け る住宅の 平面計画 の 再構築の 為 の 基礎条件 に した

い と考 え る。

　　　　　　　　　　2．方法

2 − 1．調査対象

　調査対象 と して 雑誌 「新住宅」
T）を選定した 。 雑誌 「新

住宅」 は、1946年に 大阪 に おい て 新住宅社よ り発行さ

れた衛生設備や構造、材料など当時 の新技術 な ど施主

や 建築家向け の住宅設計の 手引きで ある住宅図案集で

あ る 。 本研究 で は、建築雑誌が復刊し、西山 8）が戦後の

住宅政策や住宅計画 の 構想 で ある 30ヵ 年計画を 発表 し 、

朝鮮特需 に よ り経済的に潤 っ て きた と考 え られる 1949
〜1953年 の 住宅 を 対象 と し、1階平面図の 床面積が 50

坪以下 で あ る 中小住宅で 方位、所在地が わ か る も の を
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採 用 し た。中小 住 宅 の 開 口 部 の 位 置 及 び平 面 寸 法 を 採

取 した 。 本研究 で は、多数の 住宅 数が 掲載 さ れ て お り、

都市地域 で あ る 大阪 ・兵庫 を対象地域 と した。そ の 結

果、1949年 9戸、1950年 15戸 、1951年 28戸、1952年

22 戸、1953年 14戸合計 88 戸の 住宅が 選定 さ れ た 。

2 − 2．調 査項 目及 び方法

　調査項 目は住宅の 基本形状を把握す る為に 、 平面型、

面積、各方位 の おける建物長さ及び開口 部幅、通風性

能を把握す る為に 室内を直接通 り抜け る通風幅 と した。

　平面型 は 、 居間を 通路中心 に し 、 家族中心の 生活 の

場 とな る 「居間中心型（L）（Fig．1−a ）」、廊下を 中心 に 南

北 に部 屋 が配列 され て い る 「中廊下 型（C）（Fig．1−b）」、

廊 下 の 片 方 に 部 屋 を 配 列 し、他 方 は 外 に 面 し て い る

「片廊下型（1）（Fig．1−c ）」、玄関 の 踏込み に 接す る ボ
ー

野
鮒噌 ・一

ゾ…
孫継尸「

群

麟
｝

卿

ー噸講

ル が 通 路 中心 とな る 「広 間 型 （H）（Fig．1−d）」、また こ れ

らを 折衷 した 「居間中心 ÷ 中廊下型 （LC）」、「居間中心

十 片廊下 型（LI）」、「居 間 中心 ＋広 間 型 （LH）」、「中廊 下

＋ 片廊 下 型 （CI）」、「中廊下 ＋ 広 間型 （CH）1、「片廊下 ＋

広間型（田 ）」 に 分類 し た。

　 本 研 究 で は、平 面 図 か ら通 風 性 能 を 簡 易 的 に 把 握 す

る こ とに 重 点を 置 い た。そ こ で 、住宅 の 開口 部形態を

検討す る 為 に、宇 野 ら D に よ る 「開 口 比 」 （8 方 位 か ら

の 見付け 長さ に 対す る開 口 部見付 け 長さ の 比）（Fig ．2−

a）を 求 め た。さ らに 通風 性能 を評価 す る 為 に、「通風 到

達率」 （8 方位か らの 開 口 部の 見付け 長 さに 対す る筌 内

を 直接通 り抜け る 部分 の 見付け長 さ の 比）（Fig．2−b）を

用 い た。

　気候特性と し て 各月別 の 風向出現頻度 と平均風速

（OM 気象デ
ー

タ
9））を用 い た。

c）　1−inside　corridor 　type

a ）L−living　room 　type

／

雲
ト
、

拿

b）C−center 　corridor 　type　　　　　　　　　　　　　　 の H −haH　type

Figure 　l　 Typical　4　kinds　of 　basic　plan　type　ofhouses 　represented 　in‘SHINJUTAKU ’
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V，：pr（｝jection　di　stance 　of 　width 　which 　wind 　ventilates 　rooms 　directly　in　i　part

　　　　　　 Figure 　2　Methods 　ofcalculating 　ventnation 　perlもrmance
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　　　　　　　　　 3．結果

3−1．平面型

　 1階平面図か ら 88戸 の 住宅を 10種 の 型に 分類 した結

果、「居間中心型（L）」 は 32戸、「中廊下型（C）」は 20戸、
「居聞中心＋ 中廊下型（LC）」は 14戸、「広間型（H）」 は 12

戸、「片廊下型（1）」は 4戸、「居間中心＋ 片廊 ド型（LI）」、
「居間中心 ＋広間型 （LH）」 は 2 戸、「中廊下 ＋ 片廊下型

（CI）」、「中廊下 ＋広間型（CH）」 は 1戸、「片廊下 ＋広間

型 （IH）」 は 0戸 で あ る 。 全体で 純粋型 は 68戸 、 折衷型

は 20戸で ある。

　各年代に よ る 平面型の 割合を Fig，3に示 す 。 1949年
で は折衷型 は 見 られ な か っ た が、1950年で は半分近 く

が折衷型 となっ て い る。51年に は 折衷型が減少 したが、

そ の後徐々 に折衷型 が 増加 して い る 。

一
方 、 片廊下型 200

や広間型は徐 々 に 減少 して い る。

3−2．住宅の 規模 ・外形

　Fig．4に 示すように、1階の 床面積 の 平均値は 80．3  

で あ っ た 。 西 山 に よ る 30ヵ 年計画 B）全 6期 の 総平 均 の

88．8   とほ ぼ同程度 であ り、対象住宅は一
般的 な 中小

住宅 で あ る と考えられ る。

　建物寸法の 平均値は 東西 長は 14．Om、南北長 は 9．5皿

で ある 。 東西艮／南北長比 の 平均値 は 0．7 で あ り、0．4
〜 L8 の 幅広 い 範囲に 分布 して い る が、比較的東西 に

長い 住宅が多か っ た 。

3−3．住宅の 通風性能

　本研究で 平均的な 通 風性能 を と っ た 例 と して 住 宅番

号 7 の 中廊下型住宅 の 開口 比 と通風到達率を Fig ．5 に

示す。開 口比 は、東〜南西 に や や に 高く、北西、西 に

低 い 値とな っ た 。 通 風到 達率 は、全体 的 に 低 い が 、や

や 南北に 高い 値を示 した 。 大阪
・
兵庫地方 は、冬季 の

季節風は 北西 か ら、夏季 の 季節風 は 南寄 りで ある。そ

の為、古来か ら
一

般 に朝日が入 り、夕 日が入 らぬ よ う、

風 は 南北 に 吹き 抜け る よ うに 開 口部 を 設け る工 夫 が さ

れて い る。また、南面 に居間が面 して い る住宅は 90％以

上 で あ っ た こ と よ り、夏季 の 南か らの 季節風 を居間に

通風さ せ、日照を 取 り込 む居間中心 の 生 活 で あっ た と

考え られ る。開口 比や 通風到達 率 の 方位は それ らの 影

響で あ る と考 え られ る。

　　　　　　　　　 4．考察

4−1．気候特 性 との 関係

　 近隣の OM気象データ 9）
の 気象観測点別 に地域 を 分類

し、気候特性 と通風性能 との 関係を 比較 した と こ ろ、

どの 地域もあま り顕著な関係は見 られなか っ た。それ

よ り も、古来 か ら こ の 地方 に 伝 え られ た 住宅工 夫 の 影

響 が 高 い と考 え られ る 。

4−2．平面 型 との 関係

　各平面型 の 開 口 比 と通風 到 達率の 平 均値 を Fig．6 に

示 す 。 開口 比 は 基 本的 とな る平 面型 （そ れ を純粋 型 と

よぶ ） に 比 べ、折衷型 の 方 が 全体的に やや大きい 値 と

な っ た。一
方、通風到達率 は純粋型の 方が全体的に 大
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　　　　　　　　　（house　No ．7＞
き い 値 となっ た。折衷型 は 両方を組み 合わ せ る こ とに よ

り、開 口比を増加 させ る が、洋室 と和室を混在 さ せ る 為

に、室 内の 間仕 切 りが 増 加 し、通 風経路が 減少 して い る

と考 え られ る。

　 ま た、床面積 と 開 口 比 及 び通 風 到 達率 との 関 係 を 把

握す る 為 に 、主 成 分 分 析 を 行 っ た。3 因子 が 抽出 され、

因子 1は 床面積、因子 2は 開 口 形態、因子 3 は 通 風性能

と解釈 し た 。Fig ．7に 因 子 1及 び 因 子 2空 間 で の 、　Fig．8

に 因争 1 及び因子 3空 間 で の 散布 図 を 示 す。分布状況

は、居 間 中心 型、中廊 下 型、片廊下 型 、居 間中心 ＋ 中

廊下型 の 範囲 に分 け られ た。片廊下型の 因子 1 （床面

積）は中心 に集まり、因子 2 （開口 形態）は小さい 値に

集中 した。ま た、居 問 中心 型 、中廊 下 型、居 間 中心 ＋
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中 し、因子 2 （開 口形態）は や や 高い 値に 集中

して い る。平面型 を複合させ る こ とに よ り、必

要 床面積 が 増加 し、居室 も増 え る 為 に 開 口 比

　　　が 増加 し た と考え られ る。一
方、因子 1 （床面

　　　積）、因子 2 （通風 性能）と も に 居間中心 型、中．．− E

　　　廊 下型 、居 間 中心 ＋ 中廊下型の 順 に 低い 値 に
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は、外部 に 面 して い る部屋 へ の 通風 は良好だが、そ れ

以降の 室内へ の 流入 は悪化す る傾向が把握された。

　さらに対象住宅 を 増や し、よ り詳細な分類をす る こ

と、ま た、現代 に応用可能なパ ッ シ ブ手法 を把握 し、現

代 の 通 風確保に 応用 で き る平面型を考えて い く必要が

ある。
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